　第20回処遇検討会議　議事録

Ｈ21.8.17　13：30～15：00

青山荘交流室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

出席者：長谷部S.G.M・秋山S.G.M・向奈津美・末政絵美・

中村文洋・馬渕豊子・須々田珠実・小坂和子・　　　　　　竹内一貴・三浦とし子

　　　　　　　　　　　　　　　(欠席者：千葉C.E.O・清水S.G.M・福士一・兵藤拓明・小笠原嘉紀

記録者：上平ユリ子

議題

１：吉田キクエ様　(青風荘入所者様)　の処遇について

２：繁名和恵様　　（青明舎入所者様）の処遇について

３：東海林康之様（青山荘入所者様）の処遇について

１：吉田キクエ様 　(青風荘入所者様) の処遇について

病名：統合失調症　

＜問題点＞

①身体機能低下の傾向が見られる。（腕や腰の疼痛）
· 年齢からくる身体の老化や体重過多によって腕・腰に負担が掛かり痛みに繋がっていることを説明する。

· 進行を防ぐために健康プログラムを通して学習や体操を継続していく。また毎日短時間のストレッチ体操を習慣づけしていく。

· 間食の見直し（体重増加し易い食品を控える・摂取時間・量）の必要性を指導していく。

· 疼痛緩和のため、痛み止めの軟膏や湿布の使用を促していく。

· 会話や荘内の放送を聞き取れていない様子の為、大切なお知らせ等は直接本人に伝える。また、紙に書いて説明する。

· 場合によっては補聴器の使用を検討する。

· 白内障については眼科受診や眼鏡の使用を検討する。（本人は認めたがらず拒否している）

②難聴・白内障の傾向にある
・　長年疎遠であり、息子様（長男）は子供当時の記憶から母親に対して恐怖的な感情がある様子の為、面会の機会を持てるようスタッフが適時介入していく。

· 定期的なお知らせ（青風荘たより・家族面談等）で面会の機会を両者に働きかけていく。

· 次男様とは手紙や年賀状の遣り取りで交流を持たれているが、面会はしたことがないため、スタッフが介入し面会の機会を設ける。（現在情報収集して調整中）

· 兄弟は交流を持たれている為、次男様を通して親子の関係を修復できるよう支援していく。

③保護者（長男）・次男との関係
＜評価＞

· ポータブルＣＤを聞く事、衣類をケースから衣類を出したり入れたりすることなど本人の楽しみにできる事を一つずつ増やしていく。

· 年代にあわせた支援をし、長生きしてもらう。

· 面談を促し家族関係が円滑にいくように橋渡しをいく。

２：繁名和恵様様　（青明舎入所者様）の処遇について

病名：統合失調症

＜支援項目＞

・　デイケアを欠席するという連絡があった際には、理由と対処方法を本人へ確認する。体調が悪い時こそ、デイケアや病院へ来るように繰り返し伝える。

· 「動けない、家から出れない」等と訴える時は自宅を訪問し、状況を確認する。大家からも最近の生活状況について情報収集する。

· 姉へもデイケアへ行くように促してもらう。

· デイケアを休んで、菓子類やジュース等を多量に摂取している時があり、体重が増加している。

　　　　　　　　　　　↓

　　デイケア出席簿や体重管理表をつけてみる。
1 　生活リズムが崩れやすい　
· 大家からも協力を得て、本人へ指導する。

· 直接、他者へ言わずにスタッフや大家に相談するように促す。

　　　　　　　　　　　↓

建物内に、共同生活上のマナーという掲示をする。
　②他者とのトラブル

③健康に注意して元気な生活をする。

· 大家、訪問看護スタッフ、デイケアスタッフ、青明舎スタッフで連携し、いつでも誰でも本人からの訴えや病状の変化等を捉えられる体制を確立する。

· 「薬を間違えたかもしれないと思って不安になって、具合が悪くなった」等と話すことがある。事前に主治医と相談し、間違った時の対処方法を確認しておく。

· 生理前（月末から月初め頃）に特に不調の訴えが多くなるため、定期的に体調の確認を行う。

＜評価＞

・　デイケアに行く目標が薄れつつある為、短期と長期の目標を明確に立てる。

・　身体的な問題でデイケアに行かない場合は「頓服を飲んでから、病院やデイケアに必ず行く」など明確に約束事を決め実行を促す。

· 単身生活の上での目標を具体化して、日常生活の面での問題を提示し明記していく。

３：東海林康之様（新規青山荘入所者様）の処遇について

病名：躁うつ病

【現在の問題点】

・服薬の事務室管理をする（約1ヶ月）

→必要に応じて、期間を延長することもある。

· 疾病教室を行い、服薬継続の必要性について理解を促す。

· 上記内容が行え、理解できたら服薬管理の次の段階（服薬チェックシート）へと進む

①　服薬について
・デイケア利用により生活リズムの安定を図る。

・環境の変化に弱いことから、デイケアでの様子について本人から感想を尋ねるなど、密に関わりをもつことで状況を把握する。

②　日常生活支援・余暇活動について

・余暇活動として本人が興味を持って取り組める物を引き出し、余暇の充実を目指す。
3 金銭管理について

· 生活費全般を保護者様が管理している為、小遣いの使途、必要経費以外の生活費を明確にする。

· 小遣い以外の生活費についても本人が現状を把握できるよう、本人、保護者と共に金銭管理の方法について具体的に話し合っていく。

＜評価＞

・　自分のできることは自分でするようにし、今後お金の管理を自分でできるようには保護者にそれとなく話す。

· 地域生活へ向かっての支援、地域生活を行なう上でのルールを作って提示する。

· 環境の変化にどう対応していくか、環境の変化に耐えられるかが問題である為、環境調整の支援をしていく。







